
先進医療 について考えよう

先進医療は最新かつ高度な技術を用いた療養ですが、
公的医療保険制度の対象とはなっていません。
そのため、原則は技術料の全額が自己負担となります。
また、治療技術として新しいことから、治療そのものにかかる費用が
高額になる場合もあり、自己負担額が大きくなることもあります。
そのため、先進医療を治療の選択肢として
持っておきたい場合は先進医療の備えが必要となります。

先進医療は、国が指定した医療機関のみで実施されています。
遠方の医療機関でなければ治療を受けられない場合に備えて、
先進医療にかかる技術料だけでなく、
交通費や付き添いをする家族の宿泊費などにも備えることができると安心です。

【主な先進医療の平均技術料】

267万9,335円平均

177,269人 119.4億円

厚生労働省「先進医療 実績報告書」（令和6年度）
※令和6年6月時点の厚生労働大臣の定める先進医療です。先進医療は随時見直されますので、詳しくは厚生労働省のホームページでご確認ください。
※支払対象となる先進医療は、医療技術を受けた日において次の項目にすべてあてはまるものに限ります。
　・厚生労働大臣が定める「医療技術」であること　
　・医療技術ごとに定められた「適応症」（対象となる病気や症状）に対するものであること
　・厚生労働大臣が定める施設基準に適合する医療機関で行われるものであること
※先進医療については厚生労働省のホームページでご確認ください。

厚生労働省 令和6年6月30日時点で実施されていた先進医療の実績報告について

先進医療にかかる費用（自己負担分となる技術料）を
カバーできる保障が安心！

技術料以外にかかる費用
（交通費や宿泊費など）に備えることができる
保障が安心！

先進医療の保障を持つことで、治療の選択の幅が広がります。

厚生労働大臣が定める高度の医療技術を用いた療養のうち、
公的医療保険の対象になっていないものです。

先進医療ってなに？
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万が一、賠償責任が発生した場合に、
保険会社が相手方と交渉を行ってくれるサービスがあると安心です。

※1

※2

「示談交渉サービス」がついているものが安心
アドバイス
ワンポイント

賠償責任保障 について考えよう日常生活
における

日常生活の思いがけない高額な賠償責任へ備えておくと安心です。

について考えよう

・ 幼稚園に預けている間に、子ども（幼児）がガラスを割った。 
・ バレーボールの試合中、打ったスパイクが相手の顔面に当たり、ケガをさせた。

誤って他人のものを壊したり、他人にケガをさせたときなどの賠償責任に備えられるのが、個人賠償責任保険です。
火災保険や傷害保険、自動車保険などの特約として用意されており、加入する機会が多いことや
保険料が比較的安価なところにも特徴があります。また、1世帯の1人が加入することで同居のご家族だけでなく、
別居の未婚の子どもも保障されるため、検討される場合は保障される方の範囲もあらかじめ確認をしましょう。

他人に対する法律上の賠償責任を負った場合の保障を準備

※1 親権者等には賠償責任が発生しない場合があります。 
※2 競技・遊戯中の事故は賠償責任が発生しない場合があります。

このような
場合に
賠償責任が
発生します。

自転車に
乗っていたところ、
ハンドル操作を誤り、
通行人にぶつかり
ケガをさせた。

・ 同居の親族に対する場合
・ 仕事中に起こした事故　・ 自動車やバイクでの事故 など

個人賠償責任保険で
補償されない例

法律上の賠償責任が
発生しない例

B24-2394-20260930

※出典 :一般社団法人 日本損害保険協会

近年、 自転車事故により高額な賠償金請求となるケースが増えており、
これまでに1億円近い賠償金が命じられた判例もあります。
自転車保険等への加入を義務化している自治体も多いです。
自転車を利用する場合は、必ず賠償責任の保障を備えるようにしましょう。

保障額は少なくとも1億円以上の準備が安心

男子小学生 (11歳) が夜間、 帰宅途中に自転車で走行中、歩道と車道の区別のない
道路において歩行中の女性 (62歳) と正面衝突。女性は頭蓋骨骨折等の傷害を負い、
意識が戻らない状態となった。 (神戸地方裁判所、 平成25 (2013)年7月4日判決)

9,521万円約

事 故 概 要 賠 償 額
【自転車の加害事故例】

誤って
ベランダから
物を落としてしまい、
通行人に
ケガをさせた。
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